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海藻分布における土佐湾の位置づけ

須藤（1992）藻類

順応的管理による海辺の自然再生（2007）国交省港湾局
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高知県沿岸域における藻場面積の変遷

田井野・田中・平岡（2011）高知県水産試験場事業報告書
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ホンダワラ類の構成種の変化

1976 - 1978

Tanaka et al. (2012) Ecology and Evolution

1989 2006 - 2010
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カジメ場の面積と出現季節が徐々
に限られてきている
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温帯種（ヨレモクモドキ，ヤツマタモクなど）
熱帯種（南方系）（ツクシモク，マジリモクなど）

Terazono et al. (2012) Mar. Ecol. Prog. Ser.
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ガラモ場の魚類： 温帯種の藻場 vs. 南方系種の藻場
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温帯種・南方系種の繁茂期（5月～7月）
両藻場の魚類群集構造、餌生物量（無脊椎動物）、魚類の食性に
大きな違いはない

温帯種のみの繁茂期（1月～3月）
ムツなど幾つかの魚種が藻場を利用する



流れ藻の魚類： 温帯種の藻 vs. 南方系種の藻
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ブリ（赤色）：モジャコ漁の対象

土佐湾の流れ藻の周年調査
1980－1982年（大野 1984）
ホンダワラ類全12種の中に熱帯種は1種
（ヒイラギモク）

2009－2011年（本研究）
ホンダワラ類全19種のうち熱帯種が６種

温帯種・南方系種の出現期（6月～９月）
両タイプの流れ藻の魚類群集構造に大きな違いはない

温帯種のみの出現期（3月～5月）
ブリの稚魚は春先の流れ藻を利用する

温帯性ホンダワラ類

熱帯性ホンダワラ類



ホンダワラ藻場調査：藻場造成・保全に対する示唆

１．南方系海藻の藻場造成
・春から初夏の藻場動物に対して有効
・冬から春先の藻場動物に対して課題

２．温帯性海藻の確保
土佐湾の3－5月の流れ藻の主要構成種

ヨレモクモドキ：高知沿岸
アカモク：東シナ海、瀬戸内海

⇒ 藻場保全：県境を越えた広域的な取り組み



高知県沿岸域における藻場面積の変遷

田井野・田中・平岡（2011）高知県水産試験場事業報告書
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高知県沿岸域におけるカジメ場面積の変遷

1989 2006-20101997-1998

Tanaka et al. (2012) Ecology and Evolution

Verges et al. (2014) Proceedings of the Royal Society B

1990年 1997年

2013年2000年

田野浦

宇佐



宇佐の造成藻場の成り立ち

11年後には・・1 haのカジメ場

2003年～

芹澤ら（2007）水産増殖

カジメ種苗の中間育成場の造成

700 m



造成藻場と天然藻場の魚類群集
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造成カジメ場は天然カジメ場と同様の魚類生息場
機能を持つ



・河川水の流入等によって水温がある程度抑えられる
・塩分が低すぎない
・開放的な海域

田野浦 宇佐

仁淀川

四万十川

カジメ場造成場に適した環境条件

蛎瀬川

⇒ 核となる藻場を造成し、あとは自然の（回復）力に任せる

2017年11月 2018年６月

2017年7月



高水温環境下での藻場造成

高温耐性の地域差

対策１：夏の高水温

高温に対する耐性が高く、遺伝的類似度が高い株で造成？

高知県のカジメ ２８℃ vs.    静岡県のカジメ ２４℃

温帯性ホンダワラ類？

Serizawa（1998）



対策２：食害対策

高水温環境下での藻場造成

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

カジメの成熟ホンダワラ類の成熟

植物食魚類のカジメに対する摂食
■操作区, □対照区

ブダイ ニザダイ ニセカンランハギ



高水温環境下での藻場造成

分布密度

造成藻場面積

海域１ 海域２ 海域３

藻場造成適地の選定プロセス（未検証）

藻場造成に適した分布密度の場所を選定、あるいは
分布密度に応じた造成藻場面積の設定

翌年…

＝ ＝
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